
船舶事故等調査報告書 

平成２２年５月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第３３号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年１月４日 １２時２５分ごろ 

発生場所 阪神港堺泉北区 

事故等調査の経過  平成２２年２月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ ＬＰＧ運搬船 第二十一日
ひ

吉
よし

丸、９９８トン 

   １３５３２６、日吉海運有限会社 

Ｂ 油タンカー 京阪
けいはん

丸、１９６トン 

   １３５１３６、フェニックス海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、一級海技士（航海） 

Ｂ 船長、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷中央部のハンドレールに擦過傷及び曲損 

Ｂ 左舷船尾部に擦過傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長ほか８人が乗り組み、阪神港堺泉北区において錨泊中、Ｂ

船は、船長ほか３人が乗り組み、Ａ船に燃料油を補給するため接近中、平

成２２年１月４日１２時２５分ごろ、Ａ船の右舷中央部とＢ船の左舷船尾

部とが衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ５ 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 Ａ船は、阪神港堺泉北区において、錨泊していた

ものと考えられる。 

 Ｂ船は、Ａ船に燃料油を補給するため接近中、強

風に圧流された際、操船を適切に行わなかったもの

と考えられる。 

原因  本事故は、阪神港堺泉北区において、Ｂ船が燃料油の補給を行う目的で、

錨泊していたＡ船に接近中、Ｂ船が強風に圧流された際、操船を適切に行

わなかったため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




